











もに現物貨幣として通用するようになった。15 世紀末には楮貨は流通界から姿を消した。16 世紀には 1515 年と












































































































































を指すのではなく、納税に使用される正布を淡青色に染め、3 尺・2 尺・1 尺に裁断して四辺
を縫い、「朝鮮布貨令」の名称を書き記し、司贍署および「掌土地財穀之司」の官印を捺した





























額を楮貨で決済するよう命じ、違反者には商品の没収で臨んだ（10）。次いで 4 月から 5 月にか
けて、地域ごとに期限を定めて常五升布の通用を全面禁止する通達を発し（11）、楮貨で常五升
布 3600 匹を購入し、毎匹 3 枚に裁断して宮中の奴婢に分給するデモンストレーションまで行っ


























　さて周知のように、太宗は 10 年（1410）楮貨の通用を再実施した。『朝鮮太宗実録』巻 20,























































　楮貨が通用しないことに悩んだ世宗は同 4 年 10 月 16 日に銅銭と幣布の行使について三議
政に議論させた。柳廷顕は楮貨堅持を主張したが、李原は銅銭を支持し、鄭擢は幣布を支持し
た。世宗は銅銭案に傾いたようであり、22 日には戸曹が銅銭 1 貫＝五升布 1 匹＝楮貨 30 張の




9 月である。朝鮮通宝は唐の開元通宝に倣った 1 枚の重さが 1 銭（3.73g）の良銭で、後世の
常平通宝単字銭と同質である。恐らく既存銭との共通使用を意図したのであろう。なおこの時
の議論では当初は楮貨 1 張が米 1 斗に、綿布 1 匹が楮貨 30 張に相当したのに、今では楮貨 1




　こうして政府は朝鮮通宝を鋭意鋳造し、世宗 7 年（1425）2 月より通用を開始したが、これ




は綿布 1 匹＝銅銭 200 文であったが 6 月には 300 ～ 400 文に下落し、7 月には六・七升綿布 1


















　最終的に世宗 27 年（1445）12 月、政府は楮貨を復活させ、新楮貨は旧楮貨の半額すなわち
































































（大田 ,2002/2011）。朴平植もまた 15 世紀後半から 16 世紀にかけて京中の市廛や外方の場市
が発達し、小農民や貧民による小額取引が活発になったが、交易の媒介手段として麤布が使用





























では毎月正綿布 1 匹と規定されていたのが、燕山君期には毎月 60 ～ 70 匹に激増し、中宗初
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　この経緯をより詳細に述べると、中宗 10 年 6 月 8 日に司諫院が、麤布による物価騰貴を抑
えるため麤布の禁止と銅銭・楮貨の通行を提起した。17 日には柳洵らが、徴贖は楮貨で、商
品売買は布楮半数で行い、麤布の織造を禁止せよと唱えた。中宗は楮貨通用に慎重であったが、
柳洵らの主張に屈し、7 月 9 日には戸曹が楮貨行用節目を策定した。しかし翌 11 年 5 月 8 日
には申用漑が、漢城府・刑曹・徴贖各司は楮貨を収用せず綿布を使用していると報告し、10
日には趙元紀が、楮貨の法は司憲府でも完全実施されていないと述べ、18 日には李蘋が、民





　中宗 14 年 7 月には「中外で悪布を織ることを禁ず」という命令が出され、麤布の織造が全















　次に楮貨通用政策が企図されたのは明宗 6 年（1551）のことである。『朝鮮明宗実録』巻 11,
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朝鮮前期の楮貨通用政策
明宗 6 年 5 月乙未の条によると、鄭世虎が、
近来連歳凶荒なれど、閭閻の間、蔬果の微と雖も、皆米穀を以て交易す。此を以て民食尤
も艱なり。
















































開発に乗り出すが、鉛分が多くて吹錬し難く、年間 500 ～ 1000 両程度しか産出できなかった（山
本 ,2012,39 頁）。
　次に後者に関して言えば、当時の朝鮮の定期市は中国や日本のそれとは比べ物にならないく
らい低頻度であった。既述の如く成宗 3 年（1472）の場門は月 2 回であった。明宗元年（1546）
に至っても事情は似たり寄ったりで、同年 2 月領議政・左議政・右議政は毎月 2 ～ 3 度程度で
あれば場市の開催は弊害がないと上啓している（37）。更に壬辰倭乱後の宣祖 40 年（1607）でも、
司憲府は大邑は 2 箇所、小邑は 1 箇所に限り毎月 3 回の場市開催を認めるよう上啓している（38）。

































































（２） 麗末鮮初の貨幣史については、田村専之助「高麗末期に於ける楮貨制採用問題」『歴史学研究』7 巻 3 号 ,1937
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は 2 枚で 1 文の価値しか持たない鐚銭のことを指す。




（５） 『朝鮮太宗実録』巻 6, 太宗 3 年 9 月乙酉。なお後述するように、太宗は河崙の制止を聴かず、楮貨通用政
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（27） 『朝鮮成宗実録』巻 5, 成宗元年 5 月丁未、同右 , 巻 6, 成宗元年 6 月癸丑・甲寅・7 月壬午・己丑。史料には
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